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 重点目標      表現活動において主体的に学習に取り組み、豊かな感性を育成する。  

 

 

 

 

 

 学習指導に関する現状と課題  具体的な授業改善策  補充・発展的な学習指導の計画  検証（成果と課題）  
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◎表現領域において何ができるように

なるか、という視点から 

表現学習において、特に能力が高

く、合唱・歌唱などについて意欲的に取

り組む生徒が多い。学校全体の特徴と

も言える。その長所をさらに伸ばし、よ

り良い曲に仕上げるために、リーダー

の育成や生徒同士の話し合い活動を

増やし、歌唱表現をより創意工夫でき

ることをねらいとする。  

取組が２年目となる器楽（ギター）に

おいては興味、関心の程度により、力

量の差が出てしまうのが現状である。  

  

◎生徒の授業アンケートの結果の視点

から 

自分の歌唱の力を知りたい、という

意見がある。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校経営方針のできる喜び、伸びる喜び、集う

う喜びを実現させるために、音楽学習も意欲、演

奏する力、聞く力を伸ばしていけるように、総合的

に学習させたい。そのため、リーダーを中心とした

グループ学習に取り組み、対話的学びの中で、お

互い創意工夫する。  

 

 

ギターでは、２人組のペア学習をすることで、お

互いに声をかけ合い創意工夫して、程度の差が

あっても楽しめるようにする。  

 

 

 

 

実技テストはもちろんのこと、チャンスがあるごと

にアドヴァイスしていく。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合唱コンクールの楽曲学習、指揮の勉強、基礎学習を通して、さら

に表現力が伸び、意欲、理解力ともに大きく伸びている。お互いを聴き

合うということから、鑑賞する力も伸びている。グループ学習の中での

相互評価を通して、表現力や感性が伸びるように支援していく。  

 

 

 

 

楽曲によりペアを換えたりヴォーカルを担当するなどして、幅広い音

楽のジャンルに取り組む。  

 

 

 

 

 

自己評価をして、教員とやりとりをしながら、さらに自分を高めようと

する目標が出来ると良い。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


